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浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 

しのはら歴史便り 
篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.39 

10月1日台風16号通過で波しぶきを噴き

上げる大荒れの海。うなるような波の音は住

宅地でも聞こえました 

 

10 月 3 日台風が過ぎ去ったのどかな海。日曜

日で釣り人、サーファーや子供達の楽しむ海岸

になっていました 

少
し
前
の
こ
と
で
す
が
、
平
成
八
年
環
境
省
は
「
残

し
た
い
日
本
の
音
風
景1

0
0

選
」を
発
表
し
ま
し
た
。

「
遠
州
灘
の
海
鳴
・
波
小
僧
」
が
そ
の
中
の
一
つ
と
し

て
選
定
さ
れ
、
ま
さ
に

守
り
伝
え
て
い

き
た
い
音
風
景

と
な
り
ま
し
た
。 

海
岸
沿
い
の

人
た
ち
に
と
っ

て
の
波
の
音
は
、

海
の
様
子
を
知

り
、
こ
の
先
の

天
気
を
予
測
す

る
要
素
と
し
て
、

生
活
の
中
で
当

た
り
前
の
存
在

で
し
た
。
し
か

し
時
代
の
変
化

と
共
に
、
だ
ん
だ
ん
と
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
平
成
三
十
年
日
本
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
協
会
の
現
地
調
査
が
あ
り
、
私
た
ち
浜
風
会

に
と
っ
て
貴
重
な
接
触
と
な
り
ま
し
た
。
忘
れ
ら

れ
つ
つ
あ
る
波
の
音
を
も
う
一
度
生
活
の
中
で

感
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
令
和
二
年
六
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
新
日
本
風

土
記 

妖
怪
の
国
・
精
霊
の
森
」
で
遠
州
灘
の
波
の
音

と
波
小
僧
に
関
す
る
取
材
が
篠
原
の
浜
で
行
わ
れ
、
七

月
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
か
ら
波
の
音
と
こ
の
地

域
と
の
深
い
関
係
を
強
く
感
じ
た
の
で
す
。   

   

浜
風
会
は
二
年
十
一
月
「
波
小
僧
探
求
大
作

戦
」
と
名
付
け
、
会
員
が
自
分
で
場
所
（
上
の
地

図
に
示
し
ま
す
）
と
時
間
を
決
め
て
波
の
音
・
天

気
・
風
向
き
等
を
記
録
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

主
眼
は
先
ず
自
分
の
耳
で
波
の
音
を
聞
く
こ
と

で
す
。
活
動
が
始
ま
り
、
最
初
は
聞
こ
え
な
い
と

言
う
声
だ
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
海
が
荒
れ
れ

ば
聞
こ
え
る
の
が
分
か
り
、
国
道
の
自
動
車
の
音

と
の
区
別
に
苦
労
し
な
が
ら
も
続
け
る
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。
問
題
の
天
気
と
の
関
係
で
は
、
南
東
寄
り

の
風
で
天
気
が
崩
れ
る
と
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
が
確

認
で
き
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
台
風
が
少
な
く
夏
の
土
用
波
が
こ
な
い
不

思
議
で
む
し
ろ
異
常
を
感
じ
る
よ
う
な
海
で
し
た
。
嵐

が
来
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
い
う
太
鼓
の
よ
う
な
音

は
観
測
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
来
年
の
課
題
で
す
。 

私
達
が
聞
い
た
波
の
音
は
な
ん
と
か
し
て
録
音
で

き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
協

会
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
防
潮
堤
と
住
宅

地
で
の
録
音
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
満
足
す
る

も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
も
来
年
の
課
題
で

す
。
ま
だ
ま
だ
挑
戦
が
続
き
ま
す
。 

（
鈴
木
忠
） 
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月 年中行事名（やられている割合） 食べ物関係（やられている割合） 

１月 

１日   歳神まつり        77％ 

１日   初日の出 参拝（前浜）  70%       

１～３日  氏神様参拝             85% 

２０日   恵比寿講（ご馳走）    54% 

１～３日   雑煮          100％ 

１～３日   おせち             92% 

７日    七草粥            54% 

１１日   鏡開き               62% 

２月 
３or４日  節分豆まき             70% 

14日  バレンタインデー          31% 

３or４   恵方巻                70% 

8日   八日餅（事始め）        0% 

３月 

3日   雛祭り（雛飾り）         23% 

１４日  ホワイトデー              15% 

春分の日  春彼岸（お墓参り）      85% 

3日   桜餅、蓬餅            15% 

 

春分の日   ぼたもち             62% 

４月 
３／末～４／上旬  お花見          15%  

５月 
５日  端午の節句 菖蒲湯       0% 

（第２日曜日） 母の日              23% 

５日  （柏餅）                70% 

６月 （第３日曜日） 父の日              54%  

７月 １４日  お天王様（祇園）参拝      54% 土用の丑で鰻                    70% 

８月 

７日  七夕まつり                 8% 

１３～１５日 お盆（迎え火等）      85% 

１４日等  盆義理                 100% 

（陰暦１５日） お月見              15% 

 

９月 
（陰暦１３日） 十三夜お月見        23% 

秋分の日   秋彼岸（お墓参り）     85% 

 

秋分の日   おはぎ              62% 

１０月 ９～１０日等   神社祭り           62%  

１１月 
１日   神様のお立ち（出雲へ）   54% 

２０日   恵比寿講（ご馳走）       62% 

 

１２月 

１５日    地の神様（赤飯）      77% 

１５～末   年賀状              100% 

１～末    大掃除                85% 
 

２８～３１日   餅つき（お餅）      23% 

２８～３１日   潮の華        62% 

８日   八日餅（事納め）        0% 

 

２２日    冬至のかぼちゃ        70% 

２４日  クリスマス（ケーキ）    15% 
 

３１日    年越しそば           92% 

 

  

 ※実施している年中行事は少なくなってきましたが、根強く残る年中行事もあります。 

浜
風
会
の
会
員
に
、
家
庭
の
年
中
行
事
を
現
在
ど
の

程
度
に
実
施
し
て
い
る
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
て
み

ま
し
た
。
結
果
は
下
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

「
生
活
に
潤
い
と
節
目
」
の
役
割
が
あ
る
年
中
行
事

は
、
だ
ん
だ
ん
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

 

ま
と
め
る
と
次
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。（
私
見
） 

① 

先
祖
供
養
は
大
事
に
し
て
い
る
。 

・
お
盆
行
事
／
お
彼
岸
お
墓
参
り 

② 

お
祈
り
に
関
す
る
こ
と
は
熱
心 

・
歳
神
ま
つ
り
／
氏
神
様
参
拝
／
恵
比
寿
講
／
節
分 

／
お
天
王
様
／
地
の
神
様 

③ 

自
然
崇
拝
は
前
浜
が
あ
る
か
ら
定
着 

・
初
日
の
出
参
拝
／
潮
の
華 

④ 

食
べ
物
が
年
中
行
事
に
彩
を
添
え
る 

・
雑
煮
／
お
せ
ち
／
七
草
粥
／
ぼ
た
も
ち
／
柏
餅 

／
お
は
ぎ
／
赤
飯
／
年
越
し
そ
ば
等 

※
年
を
重
ね
る
と
共

に
お
っ
く
う
に
な
っ

て

き

て

い

ま

せ

ん

か
？ 

※
「
家
庭
の
年
中
行

事
」
は
、
次
の
世
代
に

伝
承
す
る
こ
と
も
心

掛
け
た
い
も
の
で
す
。 

（
山
下
勝
彦
） 

  

 

アンケート：実施日 令和３年９月２日 参加者１３名 篠原地区在住（６０歳以上） 

水平線から初日の出 
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坪
井
の
稲
荷
神
社
は
『
浜
風
と
街
道
』
で
、
「
赤
い

鳥
居
の
稲
荷
神
社
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
永
享
十
二
年

（
一
四
四
〇
）
伏
見
稲
荷
よ
り
勧
請
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
篠
原
地
区
で
は
神
明
宮
、
西
神
明
神
社
、
春

日
神
社
と
共
に
古
い
お
宮
で
す
。 

ま
た
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
建
て
ら
れ
た
社

殿
の
棟
札
及
び
、
文
化
十
三
年
（
一
ハ
三
九
）
に
建
て

ら
れ
た
鳥
居
に
つ
い
て
は
、
「
し
の
は
ら
歴
史
便
り
」

２
号
と
１７
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
二
つ
の
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
旧
幕
府
朱
印
証
文
写
』（
左
図
） 

    

こ
れ
は
明
治
維
新
に
お
け
る
太
政
官
通
達
で
、 

「
御
一
新
」
と
な
っ
た
の
で
、
旧
幕
府
が
発
行
し
て
あ

っ
た
判
物
の
差
出
を
命
じ
ら
れ
提
出
し
た
控
え
で
す
。 

稲
荷
神
社
領
は
五
石
を
与
え
る
事
等
で
、
全
て
同
じ

内
容
で
す
。
次
の
九
代
の
将
軍
か
ら
全
部
で
九
通
あ
り

ま
し
た
。 

・
慶
安 

元
年
（
一
六
四
八
）
徳
川
家
光
将
軍 

 

・
貞
享 

二
年
（
一
六
八
五
）
徳
川
綱
吉
将
軍 

・
享
保 

三
年
（
一
七
一
八
）
徳
川
吉
宗
将
軍 

・
延
享 

四
年
（
一
七
四
七
）
徳
川
家
重
将
軍 

・
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
徳
川
家
治
将
軍 

 

・
天
明 

八
年
（
一
七
八
八
）
徳
川
家
斉
将
軍 

 

・
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
徳
川
家
慶
将
軍 

・
安
政 

二
年
（
一
八
五
五
）
徳
川
家
定
将
軍 

・
万
延 

元
年
（
一
八
六
〇
）
徳
川
家
茂
将
軍 

稲
荷
神
社
絵
図
（
左
図
） 

こ
の
絵
図
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
描
か
れ
、

絵
図
の
中
に
既
に
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
こ
の
鳥
居
は
何

時
建
て
ら
れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
両
部
鳥
居
と
い
い

赤
く
塗
ら
れ
今
あ
る
も
の
と
同
じ
で
す
。
今
、
奥
に
あ

る
石
造
の
稲
荷
鳥
居
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

に
建
て
ら
れ
た
の
で
、
絵
図
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
他
注
目
は
「
社
地
坪
弐
千
九
百
八
拾
坪
余
」
と

あ
る
よ
う
に
、
土
地
の
形
状
や
寸
法
が
し
っ
か
り
記
さ

れ
て
い
て
、
現
在
あ
る
礎
が
既
に
出
来
て
い
た
感
じ
で

す
。
周
辺
に
は
松
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
今
あ
る
鎮
守

の
森
が
予
感
さ
れ
ま
す
。 

（
山
下
勝
彦
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

現在の稲荷神社正面より 
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発足間もない頃の公民館前に飾られた花々 

 

花
の
持
つ
美
し
さ
と
不
思
議
な
力
に
魅
せ
ら
れ
て
、

三
十
余
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ

支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
一
杯
で
す
。
「
篠
原

花
の
会
」
で
の
思
い
出
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

「
篠
原
花
の
会
」
は
昭
和
六
十
一
年
発
足 

浜
松
市
の
「
緑
を
守
り
育
て
る
運
動
」
の
一
環
で 

「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
連
絡
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
昭
和
六
十
年
か
ら
、
公
民
館
毎
の
グ
ル
ー

プ
で
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
篠
原
も
篠
原
公
民
館

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
受
け
て
、「
篠
原
花
の

会
」
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
、
会

員
は
十
五
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
会
の
目
的
は
、

「
花
づ
く
り
を
通
し
て
緑
と
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

当
初
は
種
ま
き
、
苗
の
移
植
、
花
壇
の
手
入
れ
な
ど

で
、
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
四
季
を
通
じ
て
育
て
た

苗
を
植
え
、
花
を
咲
か
せ
、
公
民
館
を
訪
れ
る
人
達
や

道
行
く
人
の
心
を
和
や
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
来
ま
し
た
。
平
成
十
四
年

に
は
市
が
管
理
す
る
道
路
を
、
自
治
会
や
篠
原
地
区
の

各
種
団
体
が
協
力
し
て
道
路
の
良
好
な
環
境
を
つ
く

ろ
う
（
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
活
動
）

と
、
国
道
沿
い
に
木
製
の
ポ
ッ

ト
を
設
置
し
ま
し
た
。 

浜
名
湖
花
博
に
協
力
、
感
動 

平
成
十
六
年
に
は
浜
名
湖
花

博
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
花

の
愛
好
者
が
集
ま
り
、
私
達
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

世
界
の
花
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
ま
し
た
。
赤
、
青
、
黄
、
白

と
色
取
り
取
り
と
り
ど
り
に
咲

く
花
は
、
私
達
の
心
を
癒
し
て

く
れ
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
花
い
っ
ぱ
い
の
協
働
セ
ン
タ
ー
に 

私
は
既
に
引
退
し
ま
し
た
が
、
花
の
会
は
発
足
以
来

三
十
五
年
が
経
過
し
、
充
実
し
た
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。
浜
松
市
か
ら
配
付
さ
れ
る
種
を
ま
い
て
、
ポ
ッ
ト

に
取
り
、
花
壇
に
植
え
込
み
、
水
か
け
は
当
番
制
で
行

っ
て
い
ま
す
。
花
の
好
き
な
人
達
な
の
で
、
毎
日
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

春
と
秋
に
は
小
学
校
と
中
学
校
に
苗
を
贈
っ
た
り
、

協
働
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
来
ら
れ
る
人
三
百
人
に
配

布
し
た
り
す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
会
員
は
高
齢
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
花
の
好

き
な
若
い
方
に
は
是
非
花
を
育
て
る
輪
に
加
わ
っ
て

下
さ
い
。 

協
働
セ
ン
タ
ー
が
花
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
ま
す
。 （

安
藤
澄
子
） 

皆さんとアダプトロードの活動 


